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お
盆
の
送
り
火
も
過
ぎ
た
あ
る
お
宮
の
境
内
に
て

｢

い
や
ー
こ
な
い
だ
の
浜
降
祭
は
青
空
で
最
高
で
し

た
ね
ー｣

｢

し
か
し
暑
く
て
ま
い
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た｣

｢

ホ
ン
ト
で
す
ね
ー
、
で
も
あ
の
富
士
山
の
き
れ
い

だ
っ
た
こ
と
、
皆
ん
な
い
い
写
真
が
撮
れ
た
で
し
ょ

う
ね｣

｢

う
ち
の
お
祭
り
も
何
年
か
ぶ
り
の
本
祭
だ
っ
た
し

盛
り
上
が
り
ま
し
た
ね
ー｣

｢

娘
ん
と
こ
の
孫
も
初
め
て
屋
台
を
引
っ
ぱ
っ
て
大

汗
か
き
ま
し
た
。
神
さ
ま
の
ご
神
徳
を
い
た
だ
き
ま

し
た
よ｣

｢

で
も
ま
ー
お
祭
り
が
終
っ
た
あ
と
の
お
宮
さ
ん
は

静
か
だ
こ
と
。
セ
ミ
の
声
し
か
聞
こ
え
な
い
ね｣

｢

六
十
五
年
前
の
今
日
も
暑
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
ー｣

｢

み
ー
ん
な
こ
の
ふ
る
さ
と
と
、
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
、
家
族
を
守
ろ
う
と
ヒ
ッ
シ
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね｣

｢

護
國
の
英
霊
に
対
し
奉
つ
り
感
謝
の
心
を
さ
さ
げ

な
い
と
な｣

｢

こ
な
い
だ
テ
レ
ビ
で
や
っ
て
ま
し
た
け
ど
、
地
球

が
で
き
て
四
十
六
億
年
、
こ
れ
を
一
日
二
十
四
時
間

に
直
す
と
六
十
五
年
は
一
秒
に
も
な
ら
な
い
ん
だ
っ

て｣｢

つ
い
こ
な
い
だ
の
事
、
う
ち
の
孫
に
も
よ
そ
の
子

供
に
も
正
し
い
こ
と
を
正
し
く
教
え
た
い
ね｣

｢

間
違
え
て
る
事
も
違
う
ん
だ
よ
っ
て
ね｣

｢

し
っ
か
し
オ
レ
達
子
供
の
頃
か
ら
こ
の
お
宮
は
ボ

ロ
く
っ
て
ち
っ
と
も
か
わ
ら
な
い
な
ー｣

終
戦
か
ら
今
年
で
六
十
五
回
目
の
夏
、
遠
く
て
近

い
記
憶
。
二
人
の
長
老
が
木
陰
の
ベ
ン
チ
で
話
を
し

て
い
ま
し
た
。

(

黒)
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今
年
で
四
十
一
回
目
を
迎
え

た
相
模
薪
能
は
、
よ
り
悠
久
の

時
の
流
れ
を
味
わ
っ
て
頂
け
る

様
、
三
十
分
時
間
を
繰
り
下
げ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
五
時
三
十
分
よ
り
本
殿

に
お
い
て
奉
告
祭
を
執
行
、
舞

台
清
祓
の
後
、
御
神
前
の
忌
火

が
篝
火
に
灯
さ
れ
場
内
は
神
人

同
一
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
奉
行
に
よ
る
開
会

宣
言

｢

僉
議｣

に
よ
り
演
能
に

入
り
ま
し
た
。

尚
、
本
年
は
奉
行
に
茅
ヶ
崎

市
長
、
服
部
信
明
氏
、
副
奉
行

に
茅
ヶ
崎
商
工
会
議
所
会
頭
、

田
中
賢
三
氏
、
寒
川
町
商
工
会

会
長
、
村
松
正
喜
氏
に
御
奉
仕

頂
き
ま
し
た
。

演
能
は
、
観
世
流
能｢

小こ

督ご
う｣

和
泉
流
狂
言

｢

成な
り

上あ
が

り｣

、
観

世
流
能

｢

殺
生
せ
っ
し
ょ
う

石せ
き｣

で
、
観
世

喜
正
、
殿
田
謙
吉
、
野
村
萬
斎

中
森
貫
太
各
氏
他
に
て
演
じ
ら

れ
、
そ
の
迫
真
の
演
技
に
観
衆

は
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
り
、

今
年
も
盛
況
の
う
ち
に
終
演
を

迎
え
ま
し
た
。
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八
月
二
十
一
日
、
滋
賀
県
犬

上
郡
に
鎮
座
す
る
多
賀
大
社
の

宮
司
、
中
野
幸
彦
様
が
来
社
、

参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
大
社
は
、｢

お
伊
勢
七

度
熊
野
へ
三
度
、
お
多
賀
さ
ま

へ
は
月
参
り｣

と
云
わ
れ
た
程
古

く
よ
り
崇
敬
さ
れ
た
お
社
で
す
。

当
日
は
、
正
式
参
拝
の
後
、

神
嶽
山
神
苑
を
散
策
、
方
徳
資

料
館
を
見
学
さ
れ
、
帰
途
に
着

か
れ
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
正
午
、
平
和
の

塔

｢

和
光｣

の
前
に
て
平
和
祈

願
祭
が
、
末
社
宮
山
神
社
の
境

内
に
移
設
さ
れ
た
後
、
初
め
て

執
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
責
任
役
員
、
宮
山

正
副
総
代
長
、
自
治
会
三
役
他

宮
山
住
民
参
列
の
下
、
戦
没
者

に
慰
霊
の
黙
祷
を
捧
げ
、
戦
争

の
悪
夢
を
再
び
繰
り
返
さ
ぬ
様

深
く
誓
い
、
世
界
平
和
を
強
く

祈
願
申
し
上
げ
ま
し
た
。
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午
前
十
時
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午
後
一
時

�
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午
後
二
時

�
�
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�
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�
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午
前
十
時

寒
川
大
明
神
の
由
緒
あ
る
日
で
、
御
神
徳
を
讃
え
日
頃
の

御
神
恩
に
感
謝
す
る
祭
典
で
す
。
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午
前
十
時

明
治
初
期
に
、
当
神
社
の
神
職
・
社
僧
で
あ
っ
た
方
々
の

慰
霊
祭
を
神
式
と
仏
式
の
両
方
で
行
い
ま
す
。

+
�
,
-
 
�
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�

午
後
一
時

寒
川
神
社
御
祖
講
の
方
々
の
祖
先
の
御
霊
を
お
祀
り
す
る

例
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
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午
前
十
時

宮
山
町
内
の
氏
神
様
の
日
頃
の
御
神
恩
に
感
謝
す
る
祭
で
す
。
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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順
不
同
・
敬
称
略)

三
十
万
円

加
藤

ヰ
ツ

茨
城
県
稲
敷
郡

十
万
円

大
九

弘
明

茅
ヶ
崎
市
高
田

二
万
円

大
柳

克
則

茅
ヶ
崎
市
萩
園

〃

岩
田

光
行

東
京
都
港
区
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平
成
二
十
二
年
六
月
に
ご
奉
賛
頂
き
ま
し
た
井
上
雅
弘
様
の
雅
を

正
と
誤
っ
て
記
載
致
し
ま
し
た
。

失
礼
を
お
詫
び
す
る
と
共
に
、
左
記
の
通
り
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

二
万
円

井
上

雅
弘

東
京
都
文
京
区

寒
川
神
社
で
は
地
域
社
会
安

全
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
皆
様

か
ら
頂
い
た
浄
財
を
寒
川
町
へ

と
寄
付
致
し
ま
し
た
。

こ
の
浄
財
は
、
神
社
の
御
膝

元
、
宮
山
消
防
団
の
新
規
消
防

車
の
購
入
の
一
部
に
当
て
ら
れ

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
車
は
今
年
の
冬
頃
に
は

配
備
さ
れ
、
消
防
団
員
に
よ
り

｢

明
神
号｣
と
命
名
さ
れ
、
活

躍
す
る
予
定
で
す
。

九
月
十
日

(

金)

よ
り
二
十
日

(

月)

ま
で
、

客
殿
特
設
会
場
で
、｢

細
川
半
蔵
と
天
文
・
か
ら

く
り
展｣

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

細
川
半
蔵
作
の
寒
川
神
社
蔵

｢

三
極
通
儀｣

を
は
じ
め
、
渋
川
春
海
作｢

天
球
儀｣

、
天
文
資
料

が
多
数
出
陳
さ
れ
ま
す
。
ま
た
か
ら
く
り
人
形
で

は
茶
運
び
人
形
、
段
返
り
人
形
他
が
展
示
、
実
演

も
行
わ
れ
ま
す
。
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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細川半蔵著 『機巧図彙』 三巻

｢弓曳童子｣
｢茶運び人形｣

渋川春海作 ｢天球儀｣
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八
月
十
日
・
十
一
日
の
両
日

に
亘
り
、
千
家
古
流
の
先
生
を

お
招
き
し
て
華
道
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

二
班
に
分
か
れ
、
盛
花
・
現

代
花
・
生
花
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
の
四
種
類
を
御
指
導
頂
き

ま
し
た
。

年
に
一
度
の
研
修
会
で
す
が

九
月
の
例
祭
に
献
花
と
し
て
お

花
を
生
け
、
お
供
え
す
る
事
も

あ
り
、
少
し
で
も
自
分
の
知
識

技
術
を
高
め
よ
う
と
、
全
員
真

剣
に
納
得
い
く
ま
で
お
稽
古
す

る
事
が
出
来
、
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
せ
ま
し
た
。
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今
夏
、
寒
川
神
社
で
は
、
神

職
を
目
指
し
神
道
を
学
ぶ
國
學

院
大
學
・
皇
學
館
大
学
の
指
定

神
社
実
習
生
を
始
め
、
中
・
高

校
生
の
職
場
体
験
学
習
・
教
職

の
資
格
取
得
の
為
、
少
年
館
生

と
触
れ
合
い
、
授
業
・
学
校
教

育
と
の
差
異
を
実
体
験
す
る
國

學
院
大
學
人
間
開
発
学
部
、
人

間
開
発
花
咲
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

｢

鎮
守
の
森
子
ど
も

子
育
て

支
援｣

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
実
習
・
小
学
校
教
諭

職
場
体
験
実
習
等
、
多
種
に
亘

り
実
習
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

講
話
・
社
頭
実
習
・
施
設
見

学
・
禊
実
習
・
装
束
見
学
・
青

少
年
活
動
等
様
々
な
実
習
を
行

い
、
目
的
・
内
容
こ
そ
違
え
ど

も
、
神
社
の
歴
史
・
地
域
と
の

連
携
・
文
化
教
育
普
及
活
動
・

存
在
価
値
等
を
学
び
ま
し
た
。

今
回
の
実
習
で
得
た
事
を
糧

と
し
、
大
き
く
社
会
に
羽
ば
た

い
て
頂
け
れ
ば
と
切
望
し
ま
す
。
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八
月
一
日
、
一
之
宮
八
幡
大

神
の
例
祭
・
神
幸
祭
が
厳
粛
に

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
天
候
は
快
晴
、
空
は
雲

一
つ
無
く
青
く
澄
み
渡
り
、
暑

さ
も
一
極
厳
し
い
中
、
そ
れ
を

も
上
回
る
熱
気
を
帯
び
た
大
勢

の
担
ぎ
手
達
に
よ
り
、
神
輿
は

威
勢
よ
く
、
一
之
宮
町
内
を
渡

御
致
し
ま
し
た
。
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神
社
の
氏
子
、
宮
山
西
下
地

区
子
供
会
に
よ
る
夏
休
み
ラ
ジ

オ
体
操
が
、
八
月
二
十
三
日
よ

り
二
十
七
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
子
供
達

の
元
気
な
声
が
、
早
朝
の
境
内

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

�%
&
'
(
)
*
+
,
-
.
/

少
年
館
で
は
自
転
車
で
来
館

す
る
子
供
達
の
増
加
に
よ
り
、

北
側
の
一
角
に
駐
輪
場
を
新
設

す
る
事
と
な
り
、
利
用
者
が
少

な
い
夏
休
み
の
期
間
に
工
事
を

進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
八
月

二
日
無
事
完
成
し
、
竣
功
清
祓

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
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國
學
院
大
學

神
道
文
化
学
部
教
授

神
道
学
博
士

連

載
近
世
の
遷
宮
方
式
を
し
め
す
の
は
、
享
保
十
四
年

(

一
七
二
九)

の
第
四
十
八
回
遷
宮
を
ま
じ
か
に
控
え
、

奉
行
・
黒
川
正
増
に
提
出
し
た

『

享
保
造
宮
格
式』
で
、

両
宮
作
所
の
先
例
書
で
あ
る
。
御
杣
山
の
選
定
か
ら
遷

御
の
お
礼
ま
で
、
お
よ
そ
殿
舎
造
営
の
次
第
を
た
ど
り
、

幕
府
に
よ
る
典
型
的
な
造
営
格
式
と
い
え
よ
う
。
次
第

の
お
よ
そ
を
辿
っ
て
み
た
い
。

十
五
年
前

御
杣
選
定
を
幕
府
に
願
い
出
る
。

十
三
年
前

幕
府
、
御
杣
を
差
し
定
め
る
。

十
年
前

作
所
、
御
杣
の
料
木
を
内
見
。

八
年
前

山
口
・
木
本
祭
。
御
祝
木
の
奉
曳
。

七
年
前

普
請
小
屋
を
建
て
る
。
木
造
始
祭
。

六
年
前

御
木
取

(

三
〜
四
年
継
続)

。

二
年
前

細
工
小
屋
を
建
て
る
。
制
札
を
立
て
る
。

御
形
祭
。

一
年
前

神
宝
検
分
の
た
め
上
洛
。

式
年

神
宝
・
金
物
の
伊
勢
下
向
。
地
鎮
祭
・

柱
立
祭
・
上
棟
祭
・
御
萱
儀
・
御
甍
祭
・

清
鉋
神
事
。
殿
内
細
工
・
白
石
奉
敷
。

江
戸
・
名
古
屋
表
に
成
就
御
礼
。

本
書
が
造
営
を
担
当
す
る
作
所
の
筆
に
な
る
た
め
、

運
搬
・
製
材
・
細
工
な
ど
造
営
材
を
主
体
と
す
る
内
容

を
み
せ
て
、
諸
祭
・
行
事
が
簡
略
で
あ
る
の
は
当
然
で

あ
ろ
う
。
幕
政
下
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
造
営
工
事
の

大
筋
を
示
す
も
の
と
し
て
、
本
書
の
意
味
す
る
所
は
大

き
い
。

寛
政
六
年

(

一
七
九
四)

春
、
内
宮
権
禰
宜
の
荒
木

田
末す
え

偶と
も

は

『

寛
政
遷
宮
物
語』

を
刊
行
し
た
。
本
居
宣

長
も
序
文
を
よ
せ
、
見
聞
を
交
え
て
遷
宮
の
祭
儀
と
意

義
を
と
い
た
、
好
個
の
啓
蒙
書
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

彼
は
寛
延
・
明
和
・
寛
政
の
三
度
、
遷
宮
に
奉
仕
し
た

が
、
殊
に
当
度
は
極
め
て
印
象
ぶ
か
い
も
の
で
あ
っ
た
。

南
紀
の
大
杉
谷
で
の
用
材
伐
採
は
困
難
を
極
め
た
が
、

�
�

�
�

�
�

�
�

昼
夜
わ
か
た
ぬ
突
貫
工
事
に
よ
っ
て
式
年
を
迎
え
、

遷
御
を
め
ざ
し
伊
勢
路
に
人
波
が
お
し
寄
せ
た
。

元
年
九
月
の
内
宮
遷
御
で
は
鶏
鳴
三
声
に
つ
れ
て
、

御
火
の
限
り
消
ち
た
れ
ば
、
何
の
あ
や
め
も

見
え
ざ
れ
ど
も
、
警け
い

蹕ひ
つ

の
声
を
し
る
べ
に
見

送
り
奉
れ
ば
、
た
だ
白
妙
の
絹き
ん

垣が
い

・
行
障

こ
う
じ
ょ
う
の

み
ぞ
、
中
空
に
飛
び
ゆ
く
や
う
に
拝
ま
れ
さ

せ
給
ふ
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
早
や
新
宮
に
遷
ら

せ
給
ふ
と
ぞ
。

厳
か
な
御
声
の
響
き
わ
た
る
な
か
、
白
絹
に
囲

ま
れ
た
神
霊
が
ゆ
か
し
く
渡
り
ゆ
く
有
様
は
、
こ

の
世
の
も
の
と
想
わ
れ
な
い
厳
粛
さ
に
満
ち
て
い

る
。
新
た
な
る
神
威
の
出
現
と
仰
ぐ
べ
き
一
瞬
の

盛
儀
に
、
大
勢
の
人
び
と
は
い
と
ど
感
涙
を
止
め

か
ね
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

荒
木
田
末
偶
著

『

寛
政
遷
宮
物
語』

将軍御上使､ 鳥羽・稲垣藩主､ 造宮奉行
(岩出末純画 『豊受大神宮寛政御遷宮絵巻』)



������	
� さ が み ������

�
�

�
�

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�

	



�

夏

季

錬

成

会

七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四

日
に
か
け
て
、
愛
知
県
に
て
夏

季
錬
成
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
名
将
徳
川
家
康

が
誕
生
し
た
、
岡
崎
城
内
に
鎮

座
す
る
龍
城
神
社
を
正
式
参
拝
、

幸
せ
を
呼
ぶ
と
い
う
龍
の
鳴
き

声
を
聞
い
た
後
、
お
か
ざ
き
世

界
子
ど
も
美
術
博
物
館
に
て
、

Ｅ
Ｂ
ア
ー
ト

(

コ
ー
ス
タ
ー
作

り)

を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
犬
山
に
あ
る
リ

ト
ル
ワ
ー
ル
ド
で
レ
ト
ロ
な
バ

ス
に
乗
り
、
世
界
の
家
々
を
探

険
、
世
界
の
国
々
を
巡
っ
た
気

分
に
浸
り
ま
し
た
。

い
つ
も
よ
り
遠
方
へ
と
出
掛

け
た
今
年
の
錬
成
会
も
無
事
終

了
、
楽
し
い
思
い
出
だ
け
が
心

に
残
り
ま
し
た
。

一

泊

お

泊

り

会

八
月
十
七
日
、
一
泊
お
泊
り

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

午
後
一
時
、
少
年
館
に
集
合

し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
寒
川
浄
水

場
へ
出
発
、
命
の
水
で
あ
る
飲

み
水
が
出
来
る
迄
を
見
学
、
そ

の
後
、
茅
ヶ
崎
の
ス
ー
パ
ー
銭

湯
に
全
員
で
入
り
ま
し
た
。

夜
は
美
味
し
い
カ
レ
ー
を
頂

き
、
花
火
を
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。次

の
日
は
い
つ
も
よ
り
早
起

き
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
少
年
館

の
隣
に
あ
る
興
全
寺
に
て
座
禅

を
行
い
心
の
修
業
を
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
で
泣
き
出
す

子
も
い
ま
し
た
が
、
皆
で
一
夜

を
共
に
す
る
と
い
う
楽
し
み
を

味
わ
え
た
二
日
間
で
し
た
。

館
生
絵
画
展
に
多
数
入
賞

七
月
二
十
六
日
、｢

第

六
十
七
回
全
国
秀
作
美
術

展
覧
会｣

の
授
賞
式
が
横

浜
の
技
能
文
化
会
館
で
行

わ
れ
、
宮
崎
隼
君
が
日
本

美
術
教
育
連
合
賞
を
受
賞

致
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に

は
、
東
京
美
術
文
化
協
会

賞
・
推
薦
賞
を
五
名
の
館

生
が
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
神
奈
川
県
神
社
庁
主
催
の

｢

第
二
十
四
回
青
少
年
書
道
展
・
絵

画
展｣

で
は
、
永
井
彩
乃
さ
ん
が
最

優
秀
賞
で
あ
る
神
社
本
庁
統
理
賞
に

輝
い
た
他
、
五
名
が
入
選
を
果
た
し
、

八
月
十
九
日
、
報
徳
二
宮
神
社
で
行

わ
れ
た
受
賞
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
先
生
の
熱
心
な
指
導
と
、

日
頃
か
ら
の
研
鑚
努
力
が
実
を
結
ん

だ
結
果
で
、
今
年
も
各
展
覧
会
で
優
秀

な
成
績
を
修
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
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九
月
十
九
日
よ
り
授
与

(

四
月
一
日
〜
十
一
月
三
十
日
迄
期
間
限
定
授
与)

初
穂
料

二
〇
〇
円
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湘
南
地
区
合
同
キ
ャ
ン
プ

七
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
、
山
梨
県
立
愛
宕
山
青
少
年
自
然
の

家
に
於
い
て
湘
南
地
区
合
同
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

｢

湘
南
地
区
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
・
九
十
周
年
を
祝
う｣

を
目
的
に
、

｢

一
緒
に
な
ら
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
を

な
く
せ
る｣

が
テ
ー
マ
で
、
各
部
門
、
リ

ー
ダ
ー
一
〇
三
名
が
参
加
し
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ゲ
ー
ム
、
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
団
か
ら
は
十
名
の
参
加
で
し
た
が

大
人
数
な
ら
で
は
の
楽
し
み
や
縦
割
り

パ
ト
ロ
ー
ル
で
絆
を
深
め
ま
し
た
。

飢
餓
で
は
す
い
と
ん
を
食
べ
昔
を
偲

び
、
一
致
団
結
し
た
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ

で
し
た
。

�
�



�

�
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第
15
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
・
夏
季
合
同
キ
ャ
ン
プ

四
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
最
大
級
の
キ
ャ

ン
プ
大
会
、
第
十
五
回
日
本
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
が
八
月
二
日
〜
八
日

に
か
け
て
富
士
山
麓
朝
霧
高
原

で
行
わ
れ
、
当
団
よ
り
リ
ー
ダ
ー

・
ス
カ
ウ
ト
合
わ
せ
て
八
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
開
会
式
で
は

皇
太
子
殿
下
よ
り

｢

人
と
の
交

流
を
通
じ
相
互
理
解
と
協
調
性

を
養
い
、
青
少
年
の
健
全
な
育

成
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す｣

と
の
お
言
葉
を
賜
り
ま
し

た
。
今
大
会
で
は
、
班
単
位
で

活
動
す
る
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
宝
永
山
登
山
、
多
く
の
ス
カ

ウ
ト
と
の
交
流
、
元
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
監
督
の
岡
田
武
史
氏

を
お
招
き
し
て
の
大
集
会
と
、

と
て
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

せ
ま
し
た
。

総
勢
二
万
人
が
集
ま
っ
た
こ

の
大
会
の
最
終
日
は
、
打
ち
上

げ
花
火
に
よ
る
感
動
の
フ
ィ
ナ

ー
レ
に
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

ス
カ
ウ
ト
達
に
は
大
変
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

隊
の
キ
ャ
ン
プ
は
ベ
ン
チ
ャ
ー

・
ボ
ー
イ
・
カ
ブ
隊
合
同
で
八

ヶ
岳
の
美
し
森
フ
ァ
ー
ム
に
行

き
ま
し
た
。

カ
ブ
隊
は
入
笠
山
登
山
に
挑

戦
し
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
無
事

頂
上
ま
で
辿
り
着
き
ま
し
た
。

ま
た
、
虹
鱒
の
つ
か
み
取
り
や

川
遊
び
な
ど
を
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
満
喫
し
た
様
子
で
し
た
。

ボ
ー
イ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
は

さ
ら
に
高
い
網
笠
山
登
山
に
挑

戦
、
山
小
屋
に
一
泊
し
て
頂
上

を
目
指
す
と
い
う
険
し
い
道
の

り
で
し
た
が
、
見
事
全
員
辿
り

着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
下

山
し
た
後
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

飛
行
体
験
を
し
て
、
八
ヶ
岳
の

空
を
楽
し
み
ま
し
た
。

夜
に
は
全
員
一
緒
に
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し
て
、
仲
間

達
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、

最
終
日
に
は
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の

会
場
を
訪
れ
、
圧
倒
的
な
規
模

の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
多

く
の
経
験
を
積
め
た
、
思
い
出

深
い
キ
ャ
ン
プ
と
な
り
ま
し
た
。

国
を
越
え
て
交
流
を
深
め
る

Ｇ
Ｓ
運
動
九
十
周
年
を
記
念
し
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
キ
ャ
ン
プ
が
八

月
五
日
〜
九
日
迄
開
催
さ
れ
、
戸
穏
に
海
外
十
三
ヶ
国
の
ス
カ
ウ
ト
、
成
人

一
二
一
名
を
含
む
約
五
〇
〇
名
が
集
結
し
交
流
の
輪
を
拡
げ
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
入
れ
が
あ
り
、
当
団
で
は
台
湾
の
莊
淨

�
さ
ん(

十
四
歳)

を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

四
日
、
団
集
会
に
参
加
、
寒
川
神
社

正
式
参
拝
後
、
神
嶽
山
神
苑
を
散
策
し
、

お
薄
を
頂
き
静
寂
な
中
暑
さ
を
し
ば
し

忘
れ
、
日
本
の
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

両
国
は
飛
行
機
で
三
時
間
程
の
近
い

距
離
で
す
が
、
文
化
は
違
い
、
そ
の
相

異
点
を
お
互
い
に
感
じ
合
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
台
湾
と
の
交
流
の
場
を

拡
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

�����
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平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
日
〜
十
一
月
二
十
三
日

□�
�
�
�

寒
川
神
社
境
内

□	



寒
川
神
社
に
関
係
の
あ
る
未
発
表
の
作
品

□�
�



白
黒
・
カ
ラ
ー
…
四
ッ
切
ま
た
は
六
ッ
切

□�
�
�
�

一
人
五
点
以
内

□�
�
�
�

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

□�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
�
!
"
#
$
%
�
&

	
'
(
)
�
*
+
,

□-

宮
司
賞･

金
賞･

銀
賞･

銅
賞
他
特
別
賞
多
数

□.
/
0

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
三
日

□1
-
2
.

平
成
二
十
二
年
十
一
月
上
旬(

入
賞
者
へ
直
接
通
知)

□�
�
�
�
3
4
5
6
7
8

寒
川
神
社
写
真
展
係
�
〇
四
六
七

(

七
五)

〇
〇
〇
四

神
恵
苑
は
、
寒
川
神
社
が
運
営

す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ
り
、

今
年
で
設
立
二
十
年
に
な
り
ま
す
。

ご
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
近
隣
の

市
町
村
や
東
京
、
北
海
道
と
全
国

各
地
か
ら
入
所
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
は
神
社
か
ら
近
い
場
所
に

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
者
の
お

部
屋
か
ら
寒
川
神
社
の
鳥
居
が
眺

め
ら
れ
、
起
床
と
共
に
手
を
合
わ

せ
一
日
が
始
ま
る
こ
と
が
日
課
と

な
り
、｢

寒
川
さ
ん
に
守
ら
れ
て
、

毎
日
が
送
れ
る
か
ら
、
こ
こ
に
居

る
と
安
心｣

と
お
話
に
な
る
御
利

用
者
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

神
恵
苑
は
、
介
護
老
人
保
健
施

設
計
画
に
基
づ
い
て
医
師
の
指
示

の
下
に
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
介
護

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
長
時
間
家
を
空
け
る
必
要

が
あ
る
方
、
又
、
介
護
に
負
担
を

抱
く
ご
家
族
に
と
っ
て
も
、
施
設

に
入
所
し
て
い
る
と
医
療
体
制
が

整
っ
て
い
る
の
で
安
心
し
て
お
任

せ
で
き
る
、
と
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
も
多
く
あ
り
ま
す
。

自
立
支
援
の
施
設
と
し
て
職
員

は
、｢

寒
川
神
社
の
施
設
で
利
用

者
の
皆
様
に
ご
奉
仕
す
る｣

と
い

う
意
識
を
強
く
持
ち
医
師
、
理
学

療
法
士
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、

管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
他
各
職
種

の
連
携
を
図
り
、
利
用
者
の
皆
様

に
穏
や
か
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
日
々
努
力
を
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
も
施
設

内
に
併
設
し
、
通
所
ご
利
用
者
の

リ
ハ
ビ
リ
効
果
も
顕
著
に
現
れ
て

お
り
ま
す
。

�
�
�
�
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�
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一
月

初
詣

新
年
会(

獅
子
舞)

二
月

節
分

豆
ま
き

三
月

ひ
な
祭
り

四
月

お
花
見

花
祭
り

五
月

端
午
の
節
句

六
月

梅
雨
祭

園
児
を
招
い
て

七
月

七
夕
祭
り

(

琴
演
奏)

八
月

納
涼
祭

(

苑
庭)

九
月

敬
老
会

十
月

運
動
会

十
一
月

文
化
祭

(

雪
鳳
会
踊)

十
二
月

餅
つ
き

�
�

書
道
教
室

車
椅
子
ダ
ン
ス
教
室

絵
手
紙
教
室

貼
り
絵
教
室

音
楽
教
室

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

大
人
の
塗
り
絵
教
室

他



�
�
�

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

居
宅
支
援
事
業
所

�
�
�
�
�
�
�
�

�
〇
四
六
七

(

七
五)

八
六
七
七

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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�

�宗
寒
川
神
社
寒
川
病
院

神
経
内
科

栗く
り

田た

啓け
い

司じ

私
は
今
年
４
月
に
寒
川
病
院
に
入
職
し
ま

し
た
。
出
身
は
地
元
寒
川
町
で
す
。
山
形
大

学
医
学
部
を
卒
業
し
た
の
ち
に
、
山
形
大
学

医
学
部
第
三
内
科
に
入
局
し
ま
し
た
。
同
医

局
の
関
連
病
院
で
内
科
全
般
の
研
修
を
し
、

平
成
４
年
か
ら
山
形
大
学
医
学
部
第
三
内
科

で
診
療
や
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
た
び
縁
あ
っ
て
出
身
地
の
寒
川
に
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

寒
川
町
に
は
実
家
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
も
年
に
一
〜
二
回
は
帰
省
し
て
お
り

ま
し
た
。
で
す
か
ら
こ
ち
ら
に
参
り
ま
し
て

も
生
活
す
る
う
え
で
は
あ
ま
り
大
き
な
違
和

感
は
な
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

帰
省
の
際
に
こ
ち
ら
に
滞
在
す
る
期
間
は
短

い
で
す
か
ら
、
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

こ
と
も
多
く
、
休
日
に
家
族
と
車
で
出
か
け

て
、
あ
ら
た
め
て
寒
川
町
や
そ
の
周
辺
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
仕
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

私
の
専
門
は
神
経
内
科
と
い
う
内
科
の
分

野
で
す
。
ひ
と
こ
と
で
言
い
ま
す
と
、
脳
や

脊
髄
の
病
気
の
う
ち
、
外
科
的
な
方
法
で
は

治
療
が
困
難
な
も
の
を
扱
う
診
療
分
野
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
説
明
を

い
た
し
ま
し
て
も
い
ま
ひ
と
つ
ぴ
ん
と
来
な

い
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

寒
川
病
院
に
あ
る
他
の
診
療
科
、
た
と
え
ば

内
科
、
外
科
、
耳
鼻
科
、
眼
科
、
整
形
外
科

と
比
べ
ま
す
と
ず
っ
と
新
し
い
分
野
で
す
し
、

一
般
の
方
は
も
ち
ろ
ん
医
療
関
係
者
の
中
に

も
、
神
経
内
科
で
は
ど
の
よ
う
な
病
気
を
診

る
の
か
正
確
に
理
解
を
さ
れ
て
い
な
い
方
も

お
ら
れ
ま
す
。

神
経
内
科
で
診
療
し
て
い
る
主
な
病
気
は
、

脳
梗
塞
、
認
知
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど

で
す
。
脳
梗
塞
は
死
因
の
第
３
位
で
あ
る
脳

卒
中
の
約
�
を
占
め
る
非
常
に
多
い
病
気
で

す
。
ま
た
、
認
知
症
は
高
齢
化
社
会
を
迎
え

て
増
加
し
て
お
り
、
社
会
問
題
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
病
気
の
診
療
を
行
う

ば
か
り
で
は
な
く
、
神
経
内
科
は
、
神
経
系

の
症
状
を
示
す
病
気
の
方
が
受
診
す
る
最
初

の
窓
口
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、｢

頭
痛｣

、

｢

も
の
忘
れ｣

、｢

言
葉
が
う
ま
く
出
な
い｣

、

｢

呂
律
が
回
り
に
く
い｣

、｢

手
足
に
力
が
入

り
に
く
い｣

、｢

手
足
の
し
び
れ｣

、｢

歩
き
に

く
い｣

な
ど
と
い
っ
た
症
状
が
あ
る
場
合
に
、

神
経
内
科
に
受
診
し
て
い
た
だ
く
と
良
い
と

思
い
ま
す
。
検
査
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
脳

神
経
外
科
や
整
形
外
科
に
あ
ら
た
め
て
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
症

状
の
方
は
お

気
軽
に
神
経

内
科
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○は一般内科診療日です｡
◎は神経内科専門日です｡
お電話にて確認の上､ お越し下さい｡

��������	

月 火 水 木 金 土

午前 ○ ○ ○
第2･4週

午後 ◎

���������

� � ９月27日(月)
午後２時～３時

��� 寒川神社 参集殿

� � � !"#$%&'

� ( 神経内科医長

栗 田 啓 司

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院
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看
護
師

布
施

麗
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
二
年
九
月
一
日

�
�

�

�



�




権
禰
宜

廣
�

勝
�

願
い
に
依
り
本
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
二
年
八
月
十
四
日

神

社

本

庁

�

�
�
�
	




准
看
護
師

三
浦

保
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
一
日

看
護
補
助
者

歌
川
己
保
子

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
一
日

�


�
�




准
看
護
師

馬
場

明
美

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
一
日
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細
川
半
蔵
作

｢

三
極
通
儀｣

今
年
、
カ
ラ
ク
リ
展
に
て
展
示

日
本
列
島
は
、
連
日
暑
い
日
が

続
い
た
。
海
水
温
度
も
、
平
年

よ
り
二
度
高
い
。
こ
の
時
季
食

卓
を
賑
わ
す
秋
刀
魚
が
不
漁
。

初
水
揚
げ
の
店
頭
価
格
が
一
匹

六
百
円
と
聞
き
驚
い
た
。

う
ら
成
り
の
転
が
る
畑
や
夏
の
果

千
葉

静
香

立
秋
の
沖
よ
り
波
の
ふ
く
れ
来
る

菅
沼
う
め
の

な
み
乗
り
の
波
に
崩
る
る
大
西
日

相
原

白
蕗

大
山
も
歪
ん
で
見
え
る
大
旱
ひ
で
り

松
本
美
智
子

両
手
に
て
支
え
た
き
か
な
蓮
の
花

露
木
て
る
子

畑
の
も
の
だ
け
で
作
り
し
夏
料
理

根
岸

君
子

日
の
匂
い
壁
に
残
り
て
旱
星

ひ
で
り
ぼ
し

宮
入

つ
る

大
靴
の
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
て
夏
休
み

飛
石

槿
花

鬼
瓦
暑
さ
に
耐
え
て
し
か
め
っ
面

菅
沼

保
幸

新
涼
や
柏
手
一
つ
づ
つ
響
く

山
本

朝
子

糠ぬ
か

床ど
こ

に
塩
た
し
て
を
り
夏
の
果

伊
藤

公
一

緑
蔭
に
誰
も
素
直
に
な
り
に
け
り

岩
田
美
代
子

立
秋
や
水
の
輪
大
き
く
神
の
鯉

金
子

つ
ぢ

秋
立
つ
や
風
が
運
ん
で
来
る
葉
音

天
沼

子
平

蝉
時
雨
昼
な
お
暗
き
廃
校
舎

岡
田
風
呂
釜

夏
の
果
水
平
線
を
み
て
い
た
り

四
ッ
車
梢
月

夏
風
邪
に
思
わ
ぬ
程
の
薬
出
て

高
橋
は
る
よ
し

ひ
ぐ
ら
し
や
ど
っ
ぷ
り
山
の
湯
に
浸
る

芹
沢

徳
光

そ
う
い
え
ば
夕
方
の
風
今
日
の
秋

竹
村
真
砂
美

カ
ー
ナ
ビ
を
頼
る
木
曽
路
や
夏
休
み

金
指

月
光

帰
省
子
の
行
く
も
帰
る
も
さ
わ
が
し
く

原
野

楽
天

夏
バ
テ
と
言
っ
て
も
居
れ
ぬ
用
も
あ
り

天
沼

子
平

捨
て
る
の
が
き
ら
い
な
母
の
夏
帽
子

皆
川
志
ん
ご

(

一)

忍
び
足
抜
き
足
差
し
あ
し
白
鷺
の
不
意
に
飛
び
立
つ
�
ひ
る
が
え
る

�
田
マ
ツ
子

若
人
の
底
知
れ
ぬ
知
恵
Ｗ
杯
は
か
ん
と
く
岡
田
の
采
配
の
よ
し

工
藤

光
子

境
内
に
流
る
る
声
は
詩
吟
な
り
椅
子
を
舞
台
と
紳
士
の
吟
ず

稲
畠

冶
江

裏
山
に
ね
ぐ
ら
探
す
か
カ
ラ
ス
や
小
鳥
飛
び
交
い
ゆ
け
り
夕
や
け
の
空

三
留
と
く
子

こ
の
年
も
折
り
返
し
と
な
り
後
半
の
無
事
願
い
つ
つ
カ
レ
ン
ダ
ー
剥
ぐ

天
利

春
枝

手
入
れ
せ
ぬ
に
狭
庭
う
ず
め
て
咲
き
満
て
る
花
色
明
る
く
元
気
を
も
ら
う

岡
元

芳
子

久
び
さ
に
二
階
に
登
れ
ば
富
士
見
ゆ
る
一
家
で
登
り
し
頃
を
思
え
り

出
町

安
子

涼
し
げ
な
木こ

蔭か
げ

の
下
で
す
や
す
や
と
眠
り
込
ん
で
い
る
親
ね
こ
子
ね
こ

土
屋
ト
ミ
子

干
支
の
夫
は
九
十
六
歳
吾
は
卒
寿
た
ず
さ
え
歩
む
道
の
安
か
れ

宇
田
川
時
子

暑
さ
夏
海
へ
と
飛
び
く
る
緑
鳩
よ
海
水
呑
む
は
な
せ
と
問
い
か
く

浜
田

寿
子

職
を
終
え
土
に
親
し
む
夫
の
作
曲
が
り
き
ゅ
う
り
は
食
卓
の
花

山
口

幸
子

頻
繁
な
る
世
論
調
査
に
煽
ら
れ
ず
思
慮
の
き
わ
み
を
票
に
込
め
た
し

安
藤

慧

花
好
き
の
私
の
た
め
に
花
好
き
の
嫁
母
の
日
に
蘭
の
ひ
と
鉢

山
根
喜
美
代

亡
き
夫
の
声
と
も
千
の
風
に
揺
れ
紫
に
お
う
藤
の
花
房

川
島
惠
美
子

黄
緑
の
早
苗
を
バ
ケ
ツ
に
育
て
い
る
吾
に
見
せ
く
る
五
年
の
孫

亀
山

文
子

決
断
の
下
せ
ぬ
ま
ま
に
歩
み
来
て
く
ち
な
し
の
香
を
胸
深
く
吸
ふ

講
師

杉
本

照
世
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